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令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て

は
、
最
大
震
度
７
を
観
測
し
、
大
津
波
や

土
砂
災
害
、
地
盤
沈
下
、
火
災
等
に
よ
り
、

多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
、
過
酷
な
寒
さ
の

中
で
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
へ
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
脱
却
が
進
み
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常

化
が
進
む
中
、
本
市
に
お
い
て
も
「
は
ご

ろ
も
祭
り
」
の
開
催
を
は
じ
め
、
平
常
時

に
お
け
る
行
政
活
動
の
再
開
に
注
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、 

Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
沖
縄

県
で
開
催
さ
れ
、
本
市
も
大
会
の
成
功
に

向
け
尽
力
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
基
地
の
返
還

　
本
市
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
普
天
間
飛

行
場
の
早
期
返
還
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
末
に
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
施

設
建
設
に
関
す
る
、
沖
縄
防
衛
局
か
ら
の

埋
め
立
て
変
更
承
認
に
対
し
、
沖
縄
県
知

事
に
代
わ
り
国
土
交
通
大
臣
が
承
認
し
た

こ
と
を
受
け
、
本
年
１
月
10
日
よ
り
埋
め

立
て
工
事
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
で
、
普
天

間
飛
行
場
の
返
還
に
向
け
た
動
き
も
加
速

し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
普
天
間
飛
行
場
の
全
面
返
還
は
市
民
の

願
い
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
日
も
早
い

返
還
と
目
に
見
え
る
形
で
の
負
担
軽
減
、

並
び
に
跡
地
利
用
を
推
進
す
る
た
め
早
期

に
返
還
期
日
を
確
定
す
る
よ
う
、
日
米
両

政
府
に
対
し
、
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
の
形
成

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区

跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
琉
球
大
学
に
お

い
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
琉
球
大
学

医
学
部
お
よ
び
大
学
病
院
の
移
設
に
つ
い

て
、
そ
の
開
院
が
令
和
７
年
１
月
、
開
学

が
令
和
７
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、

令
和
６
年
度
は
事
業
の
最
終
年
度
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

移
設
に
向
け
て
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に

よ
る
道
路
整
備
な
ど
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
健
康
増
進
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
琉
球
大
学
と
連
携
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
返
還
さ
れ
る
基
地
跡
地
利
用
の
先
行
モ

デ
ル
地
区
と
な
る
よ
う
、
沖
縄
健
康
医
療

拠
点
の
形
成
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
も
、
活
力
と
活
気
に
満
ち

た
、
豊
か
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
す
べ

て
の
市
民
が
「
や
っ
ぱ
り
宜
野
湾
が
い
ち

ば
ん 

！
」
だ
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
お
よ
び
市
議
会
と
連
携
し
て
市
政
運

営
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

令和６年度

人がつながる　未来へつなげる
　　ねたてのまち　宜野湾

令和６年度施政
方針の一部を抜
粋して掲載して
います。
全文については、
市ホームページ
をご覧下さい▼

施政方針

キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地

宜野湾市長
松川  正則
宜野湾市長
松川  正則
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令和６年度

基本目標
◎野嵩３区公民館の建て替えにかかる自治会や関係機関との連携
◎山口県岩国市との姉妹都市締結に向けての取り組み
◎宜野湾市 DX 推進計画に基づく市民生活の利便性向上と行政
事務の効率化、デジタル技術を活用した地域活性化
◎新たな宜野湾市総合計画の策定
◎宜野湾市 PPP/PFI 手法導入優先的検討指針に基づく民間活力
の導入

◎日米両政府および沖縄県に対し、「普天間飛行場の一日も早い返
還と速やかな運用停止」、「危険性除去」、「基地負担軽減」、「返
還期日の確定」を強く求める。
◎キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地における沖縄健康医療拠
点の形成、同地区を核とした市民の健康増進施策への取り組み

◎市立幼稚園の幼保連携型認定こども園への移行推進
◎子育て環境・支援の充実（保育士の処遇改善・子どもの居
場所づくりへの支援など）
◎民間企業との連携による健康アプリなどを利用した、市民の
健康行動を推進するための取り組み
◎特定健診受診率向上対策
◎妊娠期から子育て期にかけて母子保健等の切れ目のない支援

◎「第三次宜野湾市産業振興計画」に基づく地域経済の活性化
◎新たな観光資源を確立するための活動支援
◎本市の特産品等販路開拓支援など商工業振興
◎子どもたちのスポーツに係る県外等への派遣費の支援
◎空き店舗対策（家賃補助および店舗リフォーム補助の取り組み
継続）

◎防災対策（備蓄食料や資機材等の確保、地域防災リーダーの育成など）
◎消防本部・消防署の増築・改修に向けた取り組み
◎火葬場の建設検討および市民負担軽減策の実施

２ 健康で安心して住み続けられるまち

4 地域資源を活かした活力あるまち

5 安全・快適で持続的発展が可能なまち

1 市民と行政が協働するまち

6 平和をつなぎ、未来へ発展するまち

◎各小中学校へ学習支援員やALT等の配置
◎学校給食における食材支援（物価高騰による）
◎「宜野湾市学校業務改善アクションプラン」に基づく教職員の業務負担軽減
◎中学校運動部活動の段階的な地域移行
◎長田小学校校舎・嘉数小学校水泳プール改築への取り組み
◎市民会館や、中央公民館の施設保全と機能強化に向けた改修

3 文化を育み、心豊かな人を育てるまち


